
 

1 
 

 

2026年 7月 24日 

各 位 

不動産投資信託証券発行者名  

 投資法人みらい 

 代表者名 執行役員 菅沼通夫 

（コード番号:3476） 

資産運用会社名 

 三井物産・イデラパートナーズ株式会社 

 代表者名 代表取締役社長 菅沼通夫 

 問合せ先 取締役 CFO 兼業務部長 上田晋寛 

  TEL: 03-6632-5960 

 

変動賃料物件（ホテル）の運用状況についてのお知らせ（2026年 6月） 

 

 投資法人みらい（以下「本投資法人」といいます。）が保有するホテルのうち、変動賃料物件（注）の 2026

年 6月の運用状況を下記のとおりお知らせします。 

 本投資法人は、変動賃料物件のうちテナントから開示の同意を得られた物件について、継続的に運用状況の

開示を行う方針です。 

（注）賃貸借契約において月次で変動賃料を収受しうる物件をいいます。 

 

記 

 

1. 変動賃料物件全体の運用実績（注 1） 

物件名/項目 2026年 6月 前年同月比 
2026年 10月期 

累計/平均 
前年同期比 

スマイルホテル 

5物件 

客室稼働率（注 2） 79% 89% 81% 92% 

ADR（注 3） 7,901円 99% 8,878円 103% 

RevPAR（注 4） 6,207円 88% 7,170円 94% 

売上高（注 5） 142百万円 87% 334百万円 93% 

（注1） 記載の数値は監査等の手続きを経ていないため、正確性・完全性を保証できるものではありません。 

また、今後提出する有価証券報告書等の資料に記載の数値と一致しない場合があります。以下同じです。 

（注2） 客室稼働率：対象期間の販売客室数を同期間の販売可能客室数で除した数値をいいます。なお、客室稼働率については、小数点以

下第一位を四捨五入して記載しています。 

（注3） ADR（Average Daily Rate＝平均客室販売単価）：一定期間の宿泊部門売上高合計を同期間の販売客室数合計で除した値をいいます。

なお、ADRについては小数点以下第一位を切り捨てて記載しています。 

（注4） RevPAR（Revenue Per Available Room＝販売可能客室当たり宿泊部門売上）：一定期間の宿泊部門売上合計を同期間の販売可能客室

数合計で除した値をいいます。なお、RevPARについては小数点以下第一位を切り捨てて記載しています。 

（注5） 売上高については百万円未満を切り捨てて記載しています。 
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2. 個別物件の運用実績 

物件名/項目 2026年 6月 前年同月比 
2026年 10月期 

累計/平均 
前年同期比 

スマイルホテル 

大阪天王寺 

客室稼働率 60% 68% 67% 75% 

ADR 5,590円 65% 6,534円 72% 

RevPAR 3,343円 44% 4,395円 54% 

売上高 13百万円 44% 34百万円 54% 

スマイルホテル 

京都烏丸五条 

客室稼働率 96% 113% 97% 108% 

ADR 5,556円 80% 8,312円 96% 

RevPAR 5,327円 91% 8,076円 104% 

売上高 18百万円 92% 56百万円 106% 

スマイルホテル 

那覇シティ 

リゾート 

客室稼働率 63% 75% 65% 79% 

ADR 8,551円 113% 8,737円 117% 

RevPAR 5,423円 85% 5,645円 92% 

売上高 41百万円 79% 88百万円 86% 

スマイルホテル 

博多駅前 

客室稼働率 99% 100% 99% 100% 

ADR 11,856円 111% 12,701円 109% 

RevPAR 11,692円 111% 12,593円 110% 

売上高 42百万円 112% 93百万円 110% 

スマイルホテル 

名古屋栄 

客室稼働率 89% 103% 91% 105% 

ADR 6,801円 105% 7,542円 106% 

RevPAR 6,071円 108% 6,833円 112% 

売上高 26百万円 109% 61百万円 112% 

（注）本投資法人の保有物件には表記載の物件以外に変動賃料を導入している物件が含まれていますが、いずれも賃貸借契約上、月次で変

動賃料を収受しないため開示の対象としていません。 

 

3. 特記事項 

日本政府観光局の訪日外客数統計によると、6 月の訪日外客数は前年同月比で 6.8％の減少となりました。

中国人観光客の渡日自粛や台風による航空便欠航の影響が見られたものの、祝日やスクールホリデーに合

わせた訪日需要の高まりも見られ、地域別では、東アジアでは台湾・韓国、東南アジアではインド・ベト

ナム、欧米豪では米国・北欧地域などにおいて訪日外客数が増加しました。 

こうした中、スマイルホテル大阪天王寺では、訪日中国人客の減少に加え、大阪・関西万博需要剥落の

影響を強く受けましたが、その他のホテルでは外国人宿泊客数の増加に支えられて堅調な業績を示すなど、

宿泊客構成の違いによって物件ごとに異なる影響が見られました。また、スマイルホテル那覇シティリ

ゾートでは、改修工事に伴う営業停止により引き続き稼働率が低下したものの、ADR が高水準で推移した

ことによりRevPARへの影響は限定的なものにとどまりました。 

 

以 上 

※本投資法人のホームページアドレス：https://3476.jp 

https://3476.jp/

